
 

平成 31 年３月 25 日 

原子力安全対策課 

 

原子力発電所周辺環境放射線監視調査基本計画の改正及び 

平成 31 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画の

策定について 

 

〇  背景 

   原子力規制委員会は、平成 30 年４月、従前から各道県で実施してい

る原子力発電所周辺環境放射線監視調査の斉一化を目的として、「平常

時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」を策定

した（９月評価会議にて説明済み）。 

 

１ 基本計画 

    引用元となる指針の名称変更。 

 

２ 年度計画 

  「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」 

の内容に適合させる形で年度計画（案）を作成。 

 

（１）大気中放射性ヨウ素の調査頻度の変更 

      24 時間連続採取を１か月×年４回※から通年に変更。 

      ※５、８、11、２月に調査 

 

（２）ストロンチウム 90 の分析品目の追加 

      従来の米や牛乳など５品目に、以下の４品目を追加。 

① 飲料水（４回／年） 

    現行の調査地点のうち、浄水場の給水人口を勘案の上、 

代表地点として赤坂山浄水場で調査。 

② 葉菜（１回／年） 

現行の調査品目のうち、葉菜であるキャベツで調査。  

③ 魚（１回／年） 

       現行の調査品目のうち、水揚量及び試料確保の容易さ、 

生息域を勘案し、代表的な魚としてマガレイで調査。  

④ 海藻（１回／年） 

現行の調査品目のうち、水揚量及び試料確保の容易さを 

勘案し、代表的な海藻としてワカメで調査。  
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